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技術者教育プログラム 

ＰＤＣＡサイクルの“番人”監査部会 
メカトロニクスプログラム監査部会* 

 
The Guard for PDCA Cycle under Engineer Education Program 
Audit Team of Mechatronics Engineer Education Program  

 

Abstract 
It seems original that the engineer education system in Takamatsu National 

College of Technology has an audit team against Plan, Do, Check and Act cycle, even 
though there are many educational associations which get accreditations by JABEE. 
Independently, the team has the role to check up not only the activities of education 
program but also the engineer education PDCA cycle itself. On the overview for PDCA 
cycle, the team has pointed the issues to be improved and evaluated the activities in the 
program. The paper introduces the activities of audit team and shows that the team 
contributes to verify the engineer education program and PDCA cycle. 
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１．はじめに 

 ＪＡＢＥＥ認定を受けた高専・大学等の技術者教育

プログラムの組織は，Ｐ（Plan），Ｄ（Do），Ｃ（Check），
Ａ（Act）サイクルが，導入しなければならない。こ

の組織上のサイクルは，ＩＳＯ認定を受けた会社・工

場等では，古くから取り入れられているものである 1)。

教育ＰＤＣＡサイクルの存在は，高専・大学の技術者

教育プログラムが点検システムを有しているかどうか

の１つの目安とされている。 
高松高専制御情報工学科が運営するメカトロニクス

プログラムの中では，ＰＤＣＡサイクルに対応した，

計画部会（Ｐに対応），評価部会（Ｃに対応），実施部

会（Ｄ，Ａに対応）の３つの部会に加え，ＰＤＣＡサ

イクルの活動を監視するための監査部会を置いている。

これはＪＡＢＥＥ審査を受け，メカトロニクスプログ

ラムが教育プログラムを鑑みた際，Ｃ部門のような内 
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部評価システムは設置しているものの，教育プログラ

ム全体を見渡すシステムが無いことに気がついたため

である。通常，ＰＤＣＡサイクルのＣ部門（評価部会）

は，あくまでサイクル内の評価に関する活動に携わり，

サイクル全体を見渡す役割（いわゆる監視役のような

役割）は担当していない。そのため，メカトロニクス

プログラムでは，ＰＤＣＡサイクルの外に独立した監

査部会を設置し，教育サイクルが有効に機能している

かを注視している。監査部会のようなＰＤＣＡサイク

ルの監視システムは，高松高専制御情報工学科メカト

ロニクスプログラムのオリジナルと思われるので，研

究紀要を通じて監査部会の活動状況や，活動成果につ

いて報告する。 
 
２．メカトロニクスプログラム監査部会 

2.1 位置づけ 
 図１にメカトロニクスプログラムのＰＤＣＡサイ

クル 2)を示し，監査部会の位置づけを表す。通常の技

術者教育プログラムでは，サイクル自体のチェック機

能を持たず，あくまでサイクル内の改善を行うためＣ

部門を有する組織となっている。技術者教育プログラ
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ムにおいて，ＰＤＣAサイクルは組織の根幹をなす体

制でるため，サイクル自体を監視する機能を持たない

教育システムは，行き詰る可能性がある。本プログラ

ムでは，ＰＤＣAサイクルの外に監査部会を設置し，

サイクルのチェックを行う機能を持たせることにした。 
 

 
図１メカトロニクス教育プログラムＰＤＣＡサイクル 
Fig.1 PDCA cycle under ｍechatronics 

education program. 
 
2.2 メンバー構成 
 現在の監査部会は，３名の教員から構成されている。

監査部会は，プログラムの技術者教育ＰＤＣＡサイク

ルが有効に機能しているかを客観的に監視する役割に

あるため，制御情報工学科に属する教員だけでなく，

一般教育科の教員もメンバーとして迎えている。一般

教育科の教員（１名）の授業担当学年は低学年から専

攻科まで，制御情報工学科に属する教員（２名）の授

業担当学年は，１名が低学年（１年生，３年生）と高

学年・専攻科（４年生，５年生，専攻科２年生），１名

が高学年・専攻科（４年生，５年生，専攻科２年生）

となっている。（他学科も含めた）高松高専の学生や，

制御情報工学科の学生のほぼ全学年の授業に携わる教

員が監査部会のメンバーとなっているため，各教員は

プログラム内外の情報を容易に手に入れることができ

る立場となっている。部会には部会長１名を置き，部

会の招集や報告書の作成，プログラムへの監査結果報

告等を行っている。 
 
2.3 活動 
 監査部会の主な活動は，年２回（前期１回，後期１

回）の監査部会とメカトロニクスプログラム改善評議

会 3)での報告１回の計３回／年が基本活動である。 
 監査部会の役割が本校メカトロニクスプログラムの

ＰＤＣＡサイクルと技術者教育の全体を見渡すこと

（つまりＰＤＣＡサイクル自体のチェック）なので，

部会の会合では，メカトロニクス教育プログラム内の

問題点の指摘だけではなく，高松高専の技術者教育全

般に関わる問題点が指摘され，会議題として多岐・多

様な話題が提供される。最終的に，監査部会でまとめ

られた監査報告書は，メカトロニクスプログラム教育

改善会議へ答申され，他の部会（計画，実施，評価）

において監査指摘事項の改善が図られる。また年１回

のメカトロニクスプログラム改善評議会で，監査部会

の活動や指摘事項の照会，改善結果報告が行われてい

る。 
 
2.4 過去の指摘事項 
 監査部会の過去の指摘事項（2006 年度前期～2008
年度前期）には，主に以下のようなものがある。 
① メカトロニクスプログラムに，学生等の意見を集

約するシステムが無い。 
② 一般教育科や制御情報工学科の教員に欠員がある。

プログラム教育が円滑に運営できるように速やか

な欠員の補充を求める。 
③ 専攻科の主旨は，少数精鋭クラスにおけるきめ細

やかな教育である。各専門学科の授業に対し，一

般教育科が２専攻合同で行う授業では，各専門学

科の専攻科学生が集中して受講するために，少数

精鋭できめ細やかな授業が実施できない。 
④ 卒業研究の評価方法の検討と，研究発表会の運営

についての改善点を指摘した。 
⑤ 教員が忙殺されて，学生に対し十分な教育ができ

ないのではないか，と指摘した。 
 ①～⑤の指摘事項のように，監査部会がプログラム

に要求する事項は，技術者教育プログラム全般に関わ

る課題，教員の人事問題や学生定員までと多種多様で

ある。 
 
2.5 成果 
 2.4 節の指摘事項より，メカトロニクスプログラム

において以下のような改善が行われた。 
(1)指摘事項①について 
 メカトロニクスプログラムでは，学生および教職員

の意見をプログラム運営に反映しやすくするため，「意

見箱」を設置し，広く意見を集めるシステムを運用し

ている 4)。 
(2)指摘事項②について 
 一般教育科、制御情報工学科の努力により，両学科

の教員欠員は埋まり現在は定員数の教員で教育プログ

ラムが運営されている。 
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(3)指摘事項③，⑤について 
 引き続きプログラムの課題として改善への検討が行

われている。 
(4)指摘事項④について 
 メカトロニクスプログラム評価部会において，卒業

研究の評価方法について検討された。評価部会は，監

査部会からの指摘だけでなく独自の問題意識によって

積極的に問題改善を行っている。また，卒業研究発表

会の運営については実施部会が担当し，改善に当たっ

た 3)。 
 
３．ＪＡＢＥＥ審査における評価 

本プログラムがＪＡＢＥＥ審査を受けた際の，監査

部会に関する評価を紹介する。 
○メカトロニクスプログラムは，既存のＰＤＣＡサイ

クルの外に監査部会を設置し，教育点検システム全体

を改善できる体制を取っている。 
○教育プログラムに対する学生からの意見を反映する

ため，「意見箱」を設置している（2.5節(1)参照）。 
 以上のように監査部会自体の存在や，監査部会の指

摘事項を教育プログラムが改善する体制を持つことが，

教育システムとして評価されることが裏付けられた。 
 
４．まとめと課題 

 メカトロニクス教育プログラム内の監査部会につい

て，役割，成果について報告した。本来教育プログラ

ムの点検は，外部評価組織が役割を担うべきである。

しかし外部評価組織は，性質上頻繁に監査を行うもの

ではない。一方現在の技術者教育のトレンドは，ＰＤ

ＣＡサイクル自体でさえ改善できる体制を整え，速や

かな応答が要求されている。したがって教育プログラ

ムは，ＰＤＣＡサイクルと外部評価組織の中間に位置

した，自前の監査組織を持ち，外部評価組織よりも頻

繁にプログラムや教育ＰＤＣAサイクルの点検を行う

ことが有効である。 
今後の課題は，監査部会自体がＰＤＣＡサイクル内

の各部会や外部評価組織から評価を受け，相互の監

査・改善体制を構築することだと考えている。 
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